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三重県後期高齢者医療広域連合職員の職務に専念する義務の特例に関する規則 

 

平成１９年 ２月 １日規則第１２号 

改正 平成２８年 ３月１８日規則第 ５号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、三重県後期高齢者医療広域連合職員の職務に専念する義務の特

例に関する条例（平成１９年三重県後期高齢者医療広域連合条例第１５号）に基づ

き職員の職務に専念する義務の特例に関し必要な事項を定めるものとする。 

（職務に専念する義務を免除される場合） 

第２条 職員が職務に専念する義務を免除される場合は、次の各号のいずれかに該当

する場合とする。 

(１) 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第４６条の規定による勤務条件の

措置の要求に関する審理に措置要求者として出席する場合 

(２) 地方公務員法第４９条の２第１項の規定による不利益処分についての審査請

求に関する審理に審査請求人として出席する場合 

(３) 地方公務員災害補償法（昭和４２年法律第１２１号）の規定に基づく審査請求

及び再審査請求の審理に審査請求人及び再審査請求人として出席する場合 

(４) 職員の苦情相談に関する規則（平成１８年三重県市町公平委員規則第１２号）

第５条の規定による公平委員会の事情聴取等に応ずる場合 

(５) 国又は地方公共団体が法令又は条例等に基づき設置した委員会（審議会その他

これに準ずるものを含む。）の構成員として、その事務を行う場合 

(６) 職務に関連のある国家公務員又は他の地方公共団体の公務員としての職を兼

ね、その事務を行う場合 

(７) 国、他の地方公共団体又はその他三重県後期高齢者医療広域連合の行政運営上

関係のある団体等から委嘱を受け、講演、講義等を行う場合 

(８) 前各号に規定する場合のほか、広域連合長が特に必要と認める場合 

（職務に専念する義務の免除の期間又は時間） 

第３条 前条の規定による職員が職務に専念する義務を免除される期間又は時間は、

当該職員の職務遂行に支障のない限り最少限度の期間又は時間とし、その都度広域

連合長が個別に定める。 

（承認の手続） 

第４条 第２条の承認を受けようとする者は、あらかじめ職務に専念する義務の免除

申請書（別記様式）をもって広域連合長に申請するものとする。ただし、原因の発

生を予測しがたい場合、広域連合長が認める場合は口頭により申請ができる。 

（承認の取消し） 

第５条 広域連合長は、申請における内容が職務遂行上適当でないと認めた場合は、

その全部又は一部を取り消すことができる。 
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附 則 

この規則は、平成１９年２月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月１８日規則第５号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
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別記様式(第４条関係) 

 

  年  月  日 

 

職務に専念する義務の免除申請書 

 

 

  広 域 連 合 長 様 

 

所属              

氏名           ○印   

 

 

 下記のとおり職務に専念する義務の免除を申請しますので、承認くださるようお願

いします。 

 

記 

 

期間 
   年  月  日(  時  分)から 

   年  月  日(  時  分)まで 
日間(  時間) 

理由 

場所 

注 行事等の場合は、その従事内容を明らかにする書類等を添付して申請すること。 

 


